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近畿大学奈良キャンパスで見られる野鳥類
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Ⅰ は じめ に

野鳥にはスズメやカラスなどのように農作物に被

哲を与えたり,人に不快感を与えたりする凝析もい

るが,多くはそのさえずりや姿,しぐさにより最 も

親 しまれている動物のグループであろう｡また,棉

木や草花を食害する昆虫頬を捕食する天敵 として働

き,緑の保全に貢献 している範頼も多い.教育 ･研

究の場である大学キャンパス内にこうした野鳥が多

く生息することは,さえずりを耳にしたり,姿やし

ぐさを目にすることにより,気分的な面で好ましい

環境を与えていると考えられるOさらに,農学部の

ような生物系の学部では,生態系の構造や機能を理

成した当地に移転した｡当地は大部分二次林である

が,造成により裸地や草地が出現したり,また調教

池が設けられるなど,媒山の二次林を含め環境はむ

しろ多様化したと貰える｡一般に野鳥は行動力に富

むが,採餌や休息場所は森林,草地,水辺等の環境

にある程度規定されているl)｡本報告は奈良キャン

パスのこうした色々な環境に生息する野鳥を調査し

たもので,実験実習の教材的や料,教育環境や緑化

を考える上での参考資料 としてまとめたものであ

る｡ 

ⅠⅠ 調査地と調査方法

解させたり,自然へのr軌トを高める上で,野鳥の果

す教材的役割 りも見逃せない｡

ig.

0
5

調査は F 1に示す奈良市中町の近畿大学構内 

(海抜】 -200m)で行なった｡構内には校舎の他に

近畿大学農学部は1

市街地から,奈良市郊外の矢田丘陵を切 り開いて造 校舎の避 LLlはコナラ,アカマツ,コバノミツバツツ 

989 年 4月に大阪府東大阪市の 裸地,草地,調整池,グランド,閉場などがあり,

E■jat 一̂字JL字.g昆虫学研切立 ( knltuure.仁0.A
ba
i
L lornoo‖ かぐLLL .F IA灯ic Ki iU LrkaarnaN.iv dltNia鮎IJ )apann
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FI, po tehaacmpso niU leStg1 Ma fh 'r a u fKik nVriy

ジなどからなる二次林で,一部スギ,ヒノキの楕林

地 となっている｡敷地内にはシバ,ウメ,ツバキ,

ケヤ車,マツ類,サクラなどが植栽されており,追

成地の斜面にはクズ,セイタカアワダチソウ,メマ

ツヨイグサ,アレチヌスビトハギ,ヤマハギ.メリ

ケンカ/レカヤ,ススキなどの野生柄物が生育 してい

る｡なお,Fi の調査で便glのA池などの呼称は今匝1

宜的に付けたものである｡ 

iTf者は1989年 4月の移転時より構内の野鳥に注 Ef

してきたが,本格的調兼は1994年12月より行なった｡

月数回,似別として牛-d'8 0JJ時3分より約 1時間,調

並池の周囲を中心に桃内を歩 き回 り,双眼鏡や望遠

鏡で野I.d 圧Iの重額を確認 し.また,鳴 き声によって確


認 した磯類 もあるOい くつかの種類は300mmや400
 
mmの望遠レンズを付けたカメラで写it撮影 し,プ
f

レー トに示 した｡

都の配列,学名は日本産鳥類図鑑2)によった｡ま

た,生態などの知見は今回の調査で観察 した記録を

もとに記述 し,それ以外は文献によった. 

ⅠII 妃韓された野鳥

コウノ トリ日 Ciconiformes


サギ科 Ardeidae
 

vz rn i ･ NNAE1.ゴイサギ N_cllcwa yclco7ar (LI US) 

F池によく飛来 しており,また夜間,桃内の上空

をP.3さながら通過する個体が観'( #される｡ 

2.コサギ Eg kg7Z/a ( NNAE )柁Lla･eI LJ US

いわゆるシラサギの頬で.時々,A池に飛来 して,

池畔で静止 したり摂食 したりしている｡吉雄川やそ

の川辺の竹林では,ほとんど常に数羽見ることがで

きる｡ 

3.アオサギ Ardeaci〃ereaLINNAEUS
灰色をした大形のサギで,時々,A,E,F池に

飛来する他,桃内の上空を飛行 しているのを観察で

きることもある (Plate I 1)｡

ガンカモ日 Anseriformes

ガンカモ科 Anatidae 

4.カルガモ Ana oc'ohnjZFoR TEspeLlrycu S R 

A,B,E,F池に飛来 し,数羽の群れで水面を

泳いでいることが多い(Plate 卜 2)｡人の多い日中

には見られな く,早朝や休校 Ejによくiiられる｡

ワシタカlヨ Fa】coniformes

ワシタカ科 Accipitridae 

5,ハチクマ Pemsai;rV LI USrl pLOlS ( NNAE ) 

1995年の秋に萩山の稜線の上空を飛期中の個体を

確認 した (P一ate I-3)｡本唖 は夏鳥で,秋にサシバ

などとともに南下するのが見 られるという3㌧ 

6.ツ ミ AcLZLJe ai, ( NCK･')ty glllr. TEMMI & 
ScHLEGEL)

小形のタカで,1995年の 2月,10月に森山の稜線

の上空で飛期中の個体を観祭 した｡ 

7.ハイタカ Acci)/rnsL LIT U )Jie itS ( hNAE S
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冬季に姦山の上空を飛期中の個体を見ることが多 ハ ト目 

い｡199 
いる｡ 

年 1月には雌雄 と恕われる 2羽を観察 して5 ハ ト科 

ao nireiゆ71l ltoe,キジバ トSL5.1 ldis (LATllAM)

mb me

構内に普通に生息する野鳥で,林地に多い｡市街

sfor

dae 

i

imb

C lou

C lou

ノスリB ob

当地では最もよく見かける猛禽で,奄!山の上空を 地ではかなり人にtmれている個体が多いが,当地の

輪を描 きながら飛んでいたり,停空飛和をしている 個体は慣れておらず,人が近付 くと逃げやすい｡夏

E･ te ueoLI8 (LINN )SUEA

のを観察できる(Ple I-ta 4)｡なお,農耕地や海岸 -秩,ヨウシュヤマゴボウの実を摂食しているのを

taしばしば観察している(PleIト 1)｡なお,ドバ トなどに多い トビは当地ではまだ記録していない｡ 

5は野上tではないが4) 年 8月 9E]J ,当地では199サシバB y7ldnttuasu.9 l(GMJilLc. に 1ELIN)

夏鳥で,以前は初出に萩山でP.iき声をr恥 たこと 羽確認しただけで,現時点では定着 ･繁殖はしていr 】 )

がある｡秋に南下し,この頃に上空で飛期中の個体 ない｡

をよく見る｡199 
ノキの梢に止まっていた 2羽を観察し.また,上空 ホ トトギス目 

年 9-10月には,森山のスギとヒ5

sr)(fi】Cucu me

daeiC lucue ト 5)lta
P
( ホ トトギス科で数羽の群れを観察できた ｡

ホ トトギス C
-夏馬で,ほとんど毎年,初夏～盛EZにU,鴇き声を聞

Eti hlsLAcoepalo)
L Ius
〟
CIt6】. J】～
A
Tlr


ハヤブサ科 daeF l iacon

0h

主に冬,桃内の草地の上空を飛期中の個体を観察 にもかなり生息しており,繁殖している可能性もあ

lLFla sLlrmllCnzL
Zt
ナ〃lチョウゲンポウ0.1 S･LE＼., くことができる｡本種が託卵するウグイス2)は当地

している｡また,199年 2月1日にA池の斜面で摂

食中のマヒワの群れを養ったのを日野した｡ただし,

75 る｡

この時は捕球に失敗 して,飛び去った｡ SforiitrgS mヒ 

daeiitrgS

フタロウ目 

フタロウ料 

I･inss../･,7h71,7タロウ S Xlal P

衣山や望山寺の森の方から.U,jき声が聞こえてくr

SALLAmeSGa forlHキジ目 

edah i iasanPキジ科 

t

の森で典立ち柾が観察されているので,当地方で定K)c

2/blizscol コジ⊥ケイ B a / る｡また,199年 6月にキャンパスに隣接した子供im

校舎周辺の山林に多く生息し,林床でよくTll3いて 苛,繁殖しているものと思われる｡

いる (チョット来い,チョット来いと聞きなしでき

l cah Coraz ' (TE NMMI

sfori
do
Ap meる)｡しかし,姿はなかなか見ることはできない｡ アマツバメ日 

NLLicLhocianuhlasキジ P sc SLI2.1 daeidoApアマツバメ科SUEAN

)18,アマツバメ AJus 'Lltclf♪ lac s(LA )lVIAJlr本ql'も訴山に生息し,校舎内にいてもよく鳴き声

i1-r5

ltpa

199

が聞こえることがあるので,3つがいくらいは生息 観察している｡本邸は夏氏で,移動の途中の個体と

していると思われる｡時々,A池の周 りの草地で採 思われる｡

餌している個体 も観察できる ( e l16)

9月に項山の稜線の上空を飛期中の 2羽をが聞こえて来る｡炎山の別の場所から同時にD.bき声r

sfor

dae 

Cora

lindce

cii me

AI

ブッポウソウ目 

カワセミ科sfor

dac!-

dara

diarar


Ch rii me

Ch

チドリ日 

チ ドリ科 Cde91.カワセ ミA/ oa

A池にまれに飛来する｡また,冬季には F池に頻

ishfl E(LnNl )SU

l11lahTa.コチドリ C d77Sd

一般に水辺に多い良だが,造成地などの開けた所 繁に飛来することがあり,止 り木の下が弗で白くな

にも飛来し,大学のすぐ柿の第二阪奈道路の造成地 っているのと魚の骨のベリット,及び枝に叩き付け

で時々観察できる｡ た魚のうろこが観察されている｡また,グラウンド

O〟S ls coibJL '31 Ll

14.ケリ Mi TT ttereIcE

キャンパス周辺の水EElでよく見かける｡特に,者 るので,かつては当地で繁殖していたようである｡

には盛んにuIBいて紙張りを作っている｡

)sfOCr
W
Lcro
 S (BLYTIL) の斜面の風化した才と陶岩の崖で古典が確認されてい

sforicキツツキEI Pi me
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daeiicP ピンズイ9.2 huA En DNキツツキ科 

02 KC

第 2号 199

0
sh RI MO

る｡枯れたコナラなどの幹,枝をつついているのが が,また戻って採偶を始める.

d iogson

)6(9

N,lTkwoeitcz
C

大形のキツツキで,周尚の林で何度か確認 してい れで採餌していることが多い｡人が近付 くと逃げる

H

P A ～1TFMMI.7オゲラ 冬季に 池の周 りなどの芝生で数羽 数羽の群sa a

観案された ( -IIltae
P
 2)｡また,駐立場横のカキの

実を摂食している個体 も観察されている｡ ヒヨドリ科 daeiP tycnono

1.アカゲラ2 ? Lnauroヒヨドリノ saIy iE(sm pspee

lE こ誕山で,コナラの木の幹をつつ 横内ではHELkもよく観察できる野鳥の-つで,毎回=

D denrocopo

2

jora 0.3)SUEANNJL Nis(TEMMI )KC

199年1

いている 1羽をA池畔の道から確認 した｡ 確認できた｡ツバキ,サクラ.ウメなどの花の蜜を

jJ=05

,コゲラ sk

小形のキツツキで,かなり頻繁に観察できる｡林 して吸蜜している｡また,木の実も摂食し,大学へ

内に争いが,造園木に止まることもある｡コナラ, の進入路の途中のクロガネモチの木の実をついばむ

)oD d Lenroco22 TE ト1NIM('Zkuz 't 好み,図秒館前のツバキBElには花期にはいつも飛来)KL

0アカマツ,アカメガシワ,サクラなどの枯れ枝や幹 群れを何度 も見ている｡秋には数1羽の群れで飛糊

をつついているのを観察しているが,生木をつつく しているのをよく観察できる｡

こともある ( -II一taeP 3)0

tae(

t

dae 

I is banu.

La

Sc

nii

HL

ほとんど年中見ることができ,特に秋に木の枝に

Pl l

モズ科 

ass me

AJ

構内でも西の方の裸地や草地に生息 してお り,

時々,上空でさえずっている｡

siferoorP 13.モ ズ NLL
hla
)CfeJ S TEMMIスズメ目 KC

LEGEヒバ リ科 daeidau

ヒバリ Al aa sLltruensdLla3.2 】NN SUEA

I16)O止まって鳴いていることが多い 

ヒタキ料 daei isccapMu

03

lllopeIL
〃
7-†,ノゴマ E 批･SCaT (PA

EI本北部で繁殖する夏J二%で2),当地では199年1

23ツバメ科 Hi daeiindrun )SALL

-

(丁珪線などに止まっているのが観察される P

icaIs(4,ツバメ Hl on L爪NAldnn2 SU三J

8月1

おそらく渡 りの途中に校舎の窓ガラスに衝突して死

日に校舎内で l羽の雄の死亡個体が拾われたO毎年,校舎に営典して繁殖している｡典立ち雑が

-ltaeH

Iわれる｡4)｡また,前庭の芝生やA池の畔で静止 したり,柄 亡 したものと,EEt

FU.'Nl

0
rz

内を飛糊する個体も多い｡1月上旬まで見られる｡ 

コシアカツバメ Himdod L NA S5.2
33,ルリピタキ 

冬 に A池周辺の草地や低木林 でよ くみかける 

P/lyanurigeSTla rc s( )SLA.LA

lcaitrla

105

llI

見られ,特に,A池や稜線の上空を飛瑚する個体を 度に 4羽見たことがある(199年 2月1ヨ)

校舎に営lR･,繁殖した年もある｡飛糊個体は毎年 P】tae( -1)｡人が近付いてもあまり逃げない｡一

｡時々,

見ることが多い｡ 地面に降りて,昆虫などの餌を採っているようであ

る｡ 

?1ue/34 ジョウピタキ P 〟LC12mtSa ulOEreI- S (PA･dLailHtacMoセキレイ科 )SA.

6.2 キセキレイ Mo lTt.lE･･]ln'
/
 EL['t(lo 7C OTt LLATS 本相互も冬～春にA池周辺の草地や低木林で見られ

tae各調整池に出現することがあるが,セグロセキレ るが (Pl -HJ 2)

イに比べるとはるかに少ない｡ る｡地上で毛虫をを捕まえているのを観'#したこと

,中庭やEEl場に出現することもあ

balll'Ltac7.2 ハクセキレイ Mo Ga LINN SUEA

olJLdrl

(

5.3

199

シロハラ T SP

5年 4月 2日)｡がある 
主に冬季にA池付近で見られるが,次都に比べる duill L･GMES NIL

とかなり少ない｡ 冬にA池斜面の草地でよく見かける｡ほとんど常

llIlioac,,8.2 セグロセキ L/ィ4 ag AisdZ7ra SII EPR に地面で採餌している｡ 
水辺の瓜で,各朝腹池の他,校舎の中庭,前庭の 2aI/Tldzr36 ツグミ S1Z

芝生などでもよく見られる｡2羽一緒に行動するこ 冬に前庭の芝生,調澄池の斜面などで数羽～ 10数
とが多い｡E池付近で幼心 も観察 しているので 羽の群れで採餌しているのが観察される｡5月頃ま

N'lmlTalJJ TEMMJ KC

&
 

-lta
P
( eI

Slcepstame

tae

J-CLLe

5),当地で繁殖 しているものと思われ で見られる｡(Pl

asqll (

m-3)0 

る｡ 7.3 ヤアサメ WlMIOJ･).

1
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文鳥で,初野に林の中から鳴き声が聞こえてくる メジロ科 daeZ itoserop

.メ ジ ロ 2
HL

PIO
TbFse

LEGESc

s j 'caom)j2Lことがあるが,多 くはないようである｡小形で地味 64 CNTEMMJ K & 
な色をしていてプッシュ内にいるので,なかなか姿

を確認することはできない｡ ほとんど年中見ることができるが,夏には少ない｡

冬にはサザンカ,ウメ,春にはツバキ,サクラなどad

3月頃から森山でよくさえずっており,I-

C ieu h刀o･f'7ウグイス8.3 e(KITTLTI )Z

Tttaで吸蜜するのがよく観察でき(P一 el16),特仁ツ度に数

羽のq3き声を聞 くこともある｡さえずりは 8月始め バキ蘭や中庭のツバキの花には毎日のように飛来し

まで聞かれる｡地鳴 きは 9月下旬より確認 している｡ 吸'蜜している｡秋には,ヤマガキやソヨゴの実をつ

いばむのが観察されている｡.セ ンダ イ ム シ タ イ PJyll S OCC2 pLL
BLTH) 

iosco
Y(

93 isklz'Ln 

daeiierzEmbホオジロ科199

唖は夏鳥 2)で,渡 りの途中と思われる｡ 

年 4月に基山で本棟の鳴き声を確認した｡本5
TAdeslizobierzEm ac BRNDホオジロ7.4

ほぼ年中ヨ･'息しており,hL. もよく観察できる野点セッカ C a)'ilcoits0.4 (RAditunc s' )EUQSENIF

食堂衣の高台の草地で,初ZZに鳴きながら飛期 し の-一つである｡潜にはA池周辺のサクラなどの梢で

ているのをよく観察できる｡本唖は草原性の野鳥で, 盛んにさえずっており,秋～冬にはよく斜面の草地

当地では夏鳥である｡ などで地PJ,'3きしている｡食堂炎の台地状の草地で,

taeガの幼虫を巡んでいる個体 を観察 している (P一コサメピタキ Mu
本棟も夏鳥 2)で,199

dscap
5

aL 由RAlrS0i1yla14 SF :u.
F

Vl

だけである0 ている｡ 

年 9月9日に 1羽.記録 した -1)Oまた,本種と思われる典をサクラ並木で見

N117b1eEm 0r AicalS PALLS8.4 カシラダカe ahon)Liv.T坤e C dEauaa0L1yサ ン コ ウ チ ョウ2.4
冬にA池周辺のプッシュで見られるが,少ない｡EYON)

雄は尾羽が非常に長 く,目の回りのコバル ト色が 数羽の群れでいることが多い｡ 
T(

目立つ｡夏鳥で,ほぼ毎年さえずり(ツキヒホシ(月 9IL ' AJd LpooceZ )71e7オジ Emb as w血 PALLS

日星)ホイホイホイと聞こえる)をrifJくことができ 冬にカシラタカと同様な場所に生息しているが,

個体数はそれよりも多い｡特に,A地検の空地やプ5る｡駐車場横の林から聞こえてくることが多 く,199

年 6月2[5
-Vtae(

ッシュには多い｡数羽の群れでいることが多い｡ 

P一 I
=こは雌の姿を見ることができた｡

2)0

daeihlaitgAeエナガ科 
dae日日Firngア トリ科Jlwo'lA teg sc dLaLZaエナガ3.4 〟S (LINN )SUEA

0.5 カワラヒワ liissnca]/duelC7a (LlNN )
S
Ut:
A
ほぼ年中生息しているが,秋～冬に多く見られる｡

誕山の林内をシジュウカラ,ヤマガラ,メジロ,コ 図ry部揃Jの松林やケヤキ並木,A池の周辺などで

ゲラなどの小瓜と混群と呼ばれる異観どうしの群れ よく見られ,木の梢でPlBき,2羽～数羽で行動する

｡(Pltae )3-Vl ｡ことが多いtaeを作って,移動 していくのがよく観察される｡(P一 
L/t'nL)LsisJle/C dar S(51.マヒワ JNト

冬 (..V -3月に限って見られる｡1で,当地でも 1

)SUEAこll卜4)0

-V

2
-
5

0

199年の 1 月には個体数が多く,A池の斜面

で数1羽の弧EZlで,メマツヨイグサの種子をついば

んでいるのが観寅された( l

daeP iarシジュウカラ科 

LCNlL
iuar
SiP Zar STEMMl K&Scll44.ヤマガラ 

如山で他のカラ頬などと混群を作って,移動して

LECE

ltaeP 4)｡なお,採飼

行 くのが観察されるが,シジュウカラなどよりは個 中の群れがチョウゲンポウに顔われたのを日野し-lJ 

体数は少ない｡ (チョウゲンポウの項参照)｡ 

PL0Zg7.ベニマシコ UT SS ( L̂L

冬にアオジとほぼ同じ生息場所で見られるが,個

lsLtc7Y'bzt25 )SAl5.4 シジュウカラ Pw zsm l:.A･(･7ojlL LINT US

-
/

V
l
JLynz,


5衣山や駐車場横の林などでよく観察できる｡199 
年 4月には,校舎北側の石垣の排水口に営腿してい 体数はかなり少ない｡教羽の群れでいることが多い｡

るのが観察された｡その中に典材を盛んに運び入れ ヨモギ,ヤマハギなどの種子をついばんでいるのが

l
p 0 (Ll

観察されている 一taeP( 5)｡taeていた (P) tIL5)｡ただし,その後の様子は観察

LolLL/･rrbウソ F3.5 )SUEA(:'hできなかった｡



32 近畿大学農学部紀要

冬に数羽の群れがA池付近でウツギなどの木の実

を摂食しているのが 2回観察されたoまた,轟山か

ら本種の口笛のようなP,jき声が聞こえてくることもr

ある｡ 

54 oJn eSn由 ( MMIC &.イ カル Epwa pTOa TE NK 
ScLGl)HEE.

森山で鳴き声を聞 くことがあるが,個体数はかな


り少ないようである｡
 

55 occfruEsocclaLfsLINA･LS.シメ C ohasec ohlllSe( N L:')

冬にA池周辺でヤマハギの実を摂食している個休

を観察した｡出現回数はかなり少ないようである｡

ハタオリドリ科 Ploceidae 

56 tL′ O lml AU)L I N N.スズメ PLSSumna s( ES

投も頻繁に見られる野鳥で,校舎の至る所で営典

して繁殖している｡採餌場所は,池場,調整池周辺

の草地などで,イ木を食啓し,またカラスノエンド

ウやスズメノエンドウの種子も食べているようであ

る｡採餌の時は数羽～10数羽の群れでいることが多

い｡ (Plate TV-6)｡

ムクドリ科 Sturnidae 

57 LnlCilTaet MMlC.ムクドリSllrZS TelCZSTE ＼ K

市街地にも多いが,当地ではそれほど多 くは出現

しない｡数羽の群れで飛んでいるのを何回か観察し

ている｡

カラス科 Corvidae 

a l /d 1 L 二58.カケス GmJ/(5glLllaT7ILS (INNへlUS)

誕山でまれにU,A'.jき声を聞 く｡また,飛期中の個体

も観察 したことがあるが,出現頻度 は低いようで

る｡ 

LSC Y59.ハシポソガラス Co7･)Zl OYOneIJ_NAEUS

次唖に比べて個体数はかなり少ないようであるo

圃場周辺や校舎の周辺で観察している｡ 

60 o･W aJ0.(t.ClS WA;.ハシブトガラス C1Sm ･/rJJ (･U C7,n O
LF.TL

第 29号 (1996)

個体数は前種に比べてかなり多 く,120羽の群れを

観察したことがあるo構内の至る所に出現し,ゴミ

箱をあきったり,周場を荒らしたりする｡時には,

ノスリやサシバなどの猛禽を追いかけているのも観

察している｡ 

IV 考 察

当地では60概類の野鳥が確認された｡東大阪市の

市街地にある近畿大学本部キャンパスでは,1983年

には26唖,1984年には20種,両年では28種が記録さ

れているのでS),上没学部キャンパスではその 2- 3

倍の唖類が記録されたことになる｡また,近畿大学

附属生石農場に隣接する生石高原の楠本鳥獣保護区 

(和歌山LLt 92 0 93 8T)では,18畔には5種,18年には3,

両年では52櫛の野鳥が記録されている6)｡一方,農学

部キャンパス付近では,春日山原生林を含む素点公

園の調査報告があり,1982年現在100唖が記録されて

おり7㌧ 1994年までに新たに12柾が追加された8㌧ た

だし,この間に全 く見 られなくなったを瓦井 もあるの

で, 1年間で見られる種塀はもっと少ないはすであ

る｡これらの報告は調査面軌 調査方法,調査年代

も異なるので,櫛額数を底接比較はできないが,野

村･シンプソン指数 (NSC)9)(2つの地域に共通な

細腰の数を,総種類数の少ない方の地域の概数で割

って求めた億)によって,各地域間の部類の類似性

を検討してみと Tab】eユのようになる (大学本部キ

ャンパスと楠本鳥獣保哲区は 2年間で観察された種

類数で計罪)｡大学本部 キャンバスとの比較では 

NSC 081 .L獣保繁区とでは NS = .9,- . ,楠本上v C 0622 J

奈良公園とでは NSC=0900となり,腔学部キャン

バスの血の部類構成は奈良公園と壕 も類似性が高い

ことが分ったC楠本鳥獣保憩区と比べて比較的低い

のは,楠本ではクマタカ,オオタカ,カッコウ,ツ

ツドリなどのやや深山性の野Ltが生息しているため

で,地理的に避いためだけでなく,こうした点から

両者の間の類似性が低 くなっているものと思われ

る｡一方,大学本部キャンバスとでは比較的商い値 

Ta e1 ruaSmsnceffCCt( C)a n orwllIbr anebl .Nonr-ipo o lIn NS mogfu ( idfua

Mal a u u LmOOWidtlnCmp K sl t 一 ie
什Ii h aa Poeto e KWPAg i k)
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を示したが,大学本部キャンパスで見られる多 くの

砿頬が戯学部キャンパスにも生息していることを示

唆するもので,さらに農学部キャンパスに生息する

ほとんどの租類が奈良公園にも生息していることを

恐味する｡すなわち,奈良公園は面積 も広いが,多

様な環境からなり,磯々の野鳥の生息を可能にして

いると言える｡農学部キャンパスのほうが楠本鳥獣

保嘗区よりも種軒数がやや多いのは,草地や山林に

加えて当地には池があり,水辺の野鳥が生息するこ

とがBl･大の理由であろう｡なお,寮長公園と楠本鳥

獣保諏区の間では高い NSC値を示したが,これは

両区とも調査面積が広 く,広大な山林を含むためと

考えられる｡ 

L学部キャンパスでは,特に冬季に各種の植物のn

磯子を摂食する野Llが観察された｡これらの多 くは,

調並池周辺に生育している野草の種子で,野鳥の冬

季の餌としてかなり役立っていると推察される｡ま

た,クロガネモチの粟やヤマガキの果実を食べる野

鳥が多 く観喪されていることを考えあわせると,今

後の緑化において野鳥に対 しても配慮すれば,さら

に多 くの野鳥の生息が期待できるように思われる｡

これら果実や種子を摂食する植物食の小鳥を鞍う猛

禽類を観察したり,また襲われた後の散乱した小鳥

の羽やノウサギの毛を観察しているので,猛禽類を

頂点とする食物連鎖が当地域内で成立していること

が示唆される｡こうした例はほとんどすべて調整池

の周囲の道で観察されており,また,その道からで

も多い日には20種以上もの野鳥が観察できるので,

当キャンパスは教材的に見ても好適な場所 と言え

る｡
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